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原爆被爆者における白内障 
（Int J Radiat Biol 80:339-345,2004） 
 
研究目的 
被ばく後 55 年経過後に、眼科調査に基づいて診断された白内障の有病率と放射線被ばく

線量との関係を検討する。 
 
研究方法 

被ばく時年齢 13 歳未満、あるいは 1978-80 年に成人健康調査眼科調査を受け、かつ、

2000-2002 年の眼科調査を受けた広島、長崎 AHS 受診者 913 人を対象とした。 
 白内障は、眼科医によるスリットランプ、デジタル写真、白内障グレーディリングシス

テムに基づき診断された。悪いほうの目の所見を使った。 
 線量は DS86 の眼臓器線量を用いた。 
 
研究結果 
１．１Sv あたりのオッズ比は、核色調は 1.07（95%信頼区間 0.90-1.27）、核混濁 1.12
（0.94-1.30）、皮質混濁 1.29（1.12-1.49）、後嚢下混濁 1.41（1.21-1.64）であった。 
（Fig１） 
２．前回の調査（1978-80 年）で後嚢下混濁が認められた 13 例を除いても同じ結果が得ら

れた。 
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原爆被爆者における白内障手術後症例：放射線線量反応と閾値 
（Radiat Res 168;404-408,2007） 
 
研究目的 
白内障手術後の症例と放射線被ばく線量との関係を検討した。 

 
研究方法 
対象者は 2000-2002 年に AHS の健診を受けた 3761 人である。診断は、健診時に得られ

た白内障手術後の病歴に基づいた。 
線量は DS02 の眼臓器線量を用いた。 

 
研究結果 
１．白内障術後の人は 479 人であった。 
２．白内障術後であった人のオッズ比は、１Gy あたり 1.39（955 信頼区間 1.24-1.55）で

あった。有意ではない線量閾値 0.1Gy（<0-0.8）を認めた。（8 ページ Fig１） 
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